
地
方
交
付
税
の

段
階
的
減
額
へ
の
対
応
は

地
方
交
付
税
が
減
額
さ
れ
れ

ば
、
事
業
費
も
縮
小
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
今
後
、
市
長
と
し
て
、
県
の

ま
と
め
役
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

全
国
市
長
会
か
ら
も
「
合
併
市

町
村
の
振
興
等
に
関
す
る
提
言
」
も

出
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
も

そ
れ
ら
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

行
政
改
革
の
取
り
組
み
は

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
の

提
言
を
受
け
、
市
か
ら
の
補
助
金
の

あ
り
方
に
つ
い
て
の
検
討
状
況
は
ど

う
か
。補

助
団
体
の
自
立
促
進
や
類
似

補
助
金
等
の
整
理
・
統
合
、
原
則
3

年
終
期
の
設
定
な
ど
、
委
員
会
か
ら

の
意
見
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
精
査
を

進
め
て
い
き
た
い
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

あ
り
方
は

地
区
公
民
館
の
あ
り
方
、
今
後

の
進
め
方
は
ど
う
か
。

事
業
内
容
や
職
員
体
制
な
ど
、

地
域
ご
と
の
取
り
組
み
状
況
に
合
わ

せ
た
機
能
の
拡
充
を
図
り
な
が
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
を
視
野

に
入
れ
た
モ
デ
ル
事
業
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

大
場 

正
昭 

議
員

深
刻
な

公
共
施
設
の
更
新
問
題
を
問
う

公
共
施
設
更
新
費
用
試
算
ソ
フ

ト
を
利
用
し
て
、
ど
の
よ
う
な
情
報

が
得
ら
れ
た
か
。

本
市
の
1
1
0
の
施
設
の
う

ち
、
築
30
年
以
上
の
建
物
が
4
割
あ

り
、
そ
の
割
合
が
10
年
後
に
は
7
割

を
超
え
る
。
そ
の
更
新
費
用
は
40
年

間
で
約
1
1
0
0
億
円
、
年
平
均

27
億
円
が
必
要
と
い
う
結
果
に
な
っ

た
。ま
た
、ピ
ー
ク
は
2
0
4
0
年
で
、

約
80
億
円
が
見
込
ま
れ
、
全
て
の
施

設
を
そ
の
ま
ま
更
新
す
る
こ
と
は
、

財
政
的
に
不
可
能
な
状
況
で
あ
る
。

公
共
施
設
の
再
配
置
計
画
策
定

の
考
え
は
。

平
成
26
年
度
末
ま
で
に
ま
と
め

る
公
共
施
設
白
書
を
基
に
、
平
成
27

年
度
に
施
設
の
複
合
化
や
統
廃
合
、

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
の
導
入
よ
り
総
量
の

削
減
や
抑
制
を
図
る
全
体
計
画
を
策

定
し
た
い
。

公
共
下
水
道
事
業
を

公
営
企
業
会
計
方
式
に

公
共
下
水
道
事
業
の
経
営
健
全

化
の
た
め
に
は
、
企
業
会
計
方
式
で

の
発
生
主
義
の
経
理
方
法
を
と
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

企
業
会
計
方
式
採
用
の
目
安
と

な
る
経
費
回
収
率
は
、
70
〜
80
%
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
本
市
で
は

36
・
6
%
と
低
い
。
ま
た
、
組
織
体

制
の
充
実
や
人
材
育
成
の
課
題
も
あ

る
た
め
時
期
尚
早
と
考
え
て
い
る
。

田
中 

克
周 

議
員

三川公民館まつり

建設から40年経過した袋井市民体育館

市議会だより
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